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１ 日  時   平成２０年１２月○日（○） 

２ 学年・組   第１学年○組  男子○名 女子○名 計○名 

３ 単  元   「ひきざん（２）」 

４ 単元について 

  ○ 本単元は，繰り下がりのある減法の計算について，計算の意味を理解し,その計算の仕方を考

えて説明ができるようにし，計算が確実にできるようになることをねらいとしている。合わせて，

繰り下がりのある減法を生活や学習の中で活用できるようになることもねらいとしている。計算

に当たっては，数の構成や１０の補数関係に着目し，減加法と減々法を指導する。本単元で学習

する繰り下がりの仕組みは，減法の筆算の基となるので確実に習得を図る必要がある。また，ブ

ロックなどを操作する活動を取り入れ，既習事項を活用して計算の仕方を考えることを通して，

児童の思考力・判断力・表現力の育成が図れるものと考える。 

  ○ 本学級の児童は，これまでの「たしざん（２）」の学習で，ブロックや言葉，図，式などを使

って計算の仕方を考えたり，考えたことを表現したりしながら学習を進めてきた。特に，自分の

考えた過程が分かるように，また，それを相手に伝えることができるように,学習プリントを活

用し，自分の考えを書くという活動を毎時間経験してきている。その活動を通して，正しく計算

ができた時以上に，新しい発見があった時や友達の考えを聞いて納得した時などに，算数を楽し

んでいる姿が見受けられるようになってきている。しかし，まだ十分に伝えることができなかっ

たり，友達の考えを十分に理解することができなかったりするため，伝え合う活動に時間がかか

ってしまい，集中力を欠いてしまうこともある。 

 ○ 指導に当たっては，以下のことに留意して指導する。 

   ① 計算の仕方を児童が自ら考えるようにするために 

    既習事項である１０の補数の復習をしたり，今まで習ったことを掲示したりして考える手がか

りとさせる。ブロックの置き方や色づかい，数値によって，計算の仕方が見つけやすかったり，

別の計算の仕方が見つかったりするので，それらを意図的に提示する。 

   ② 思考・判断を促すために 

    児童が自ら既習事項を活用して新しい考えを作り出すことができるよう，心がける。そのため，

自力解決の時間を十分に確保し，ブロック操作をしたり，言葉，図，式などを書くことができる

学習プリントを用いたりして，一人一人が自分の考えを持つことができるようにする。また，繰

り下がりのある減法の計算の意味を確実に理解させるために，常に，具体物，言葉，図，式など

を結びつけて，考えさせるようにする。 

   ③ 表現を促すために 

    ブロックなどの半具体物を操作したあとが分かり，自分の考えを整理し友達に伝える手段とな

るように学習プリントに書く活動を設ける。隣の友達に，班の友達に，クラス全体の友達にと，

自分の考えを伝える様々な場を設定して，表現する機会を増やす。 

   ④ 個に応じた指導のために 

     机間指導の際，指導のための評価をし，個別指導を必要とする児童には，支援として，ヒント

となる考え方や既習事項を伝える。 

 



５ 単元の目標  
● １位数と１位数の繰り上がりのある加法の逆の減法の計算のしかたを考える。  
● １位数と１位数の繰り上がりのある加法の逆の減法の計算が正確にできる。  
● １つの数をほかの数の差として見ることができる。  

 
６ 単元の評価規準 
 

関心・意欲・態度  数学的な考え方  表現・処理  知識・理解  
（十何）－（１位数）の減

法で、繰り下がりのある

計算に進んで取り組みそ

の計算の仕方を考えよう

とする。  

既習の減法の考えを用い

て、繰り下がりのある減

法の計算の仕方を考える

ことができる。  

（十何）－（１位数）の減

法で、繰り下がりのある

計算が正しくできる。  

（十何）－（１位数）の減

法で、繰り下がりのある

計算の意味やその方法が

分かる。  

 
７ 指導と評価の計画（全１２時間） 
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 評 価 の 観 点   
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(7) 

●問題が，減法の用いられる場面であること

を理解し，答えの求め方を考える。  
   ◎  ・減法の場面であることが分かる。  

（主として思考力・判断力の育成）  
 １２－９の計算のしかたを考えよう   
 
●繰り下がりのある減法の計算では，１０ 

から先にひけばよいことが分かる。  
●繰り下がりのある減法の計算ができるよ 

うにする。  

 ◎    ・１０のかたまりから先にひけばよ

いことを，具体物を操作しながら考

えることができる。（主として思考

力の育成）  

 １３－８の計算のしかたを考えよう   
 
●減々法の計算の仕方を考える。  
●繰り下がりのある減法の計算ができるよ  

うにする。  

 ◎    ・減々法の計算のしかたを具体物や

図をもとに説明できる。  
（主として思考力・表現力の育成）  

 １１－３の計算のしかたを考えよう   
 
●いろいろなやり方で減法の計算ができるこ  
とを知り，活用する。  

 ◎    ・減法のいろいろな計算方法を実際

に具体物を操作しながら発（主とし

て思考力の育成）  
 １４－６の計算のしかたを考えよう   
 
●繰り下がりのある減法の計算練習をする。    ◎   ・繰り下がりのある減法の計算が正

しくできる。  
 今まで習った方法で，ひき算の計算練習  

をしよう  
 

 
●減法適用（求差）の文章題をよみ取り，式

と答えを求める。  
 ◎    ・問題文を読んで，減法の問題であ

ることを判断する。  
（主として判断力の育成）  

 「おちばひろいをしました。ひろしさんは

９まい，あきこさんは１３まいひろいまし

た。どちらがなんまいおおくひろったでし

ょうか」  

 

 
 



 
●問題づくりの活動を通して，減法の意味 

の理解を深める。  
●自分の作った問題を発表する。  

◎     ・進んでいろいろな減法の問題場面

を想起して，問題づくりに取り組む

ことができる。  
（主として思考力の育成）  

 

 １２－５になる問題を作ろう   
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（3） 

●繰り下がりのある減法の計算カードを使 

い，計算練習をする。  
  ◎   ・繰り下がりのある減法の計算が正

しくできる。  

 計算カードを使って，計算練習をしよう   
 
●答えが同じカードを集め，式の関係につ 

いて考える。   本時（９／１２時）  
 ◎    ・１つの数をいろいろな数の差とし

て考えることができる。  
（主として思考力・判断力の育成）  

 計算カードを並べてきまりを見つけ，見つ  
けたきまりを使って式を見つけよう  

 

 
●計算カードを使ってゲームをすることで，  
 繰り下がりのある減法を習熟する。  

◎     ・意欲的にゲームに取り組む。  

 計算カードで，ゲームをしよう   
 

力  
だ  
め  
し  
（1） 

●既習の事項の理解を深める。    ◎   ・既習の問題を解くことができる。  

 
ﾁｬﾚ 
ﾝｼﾞ 
（1） 

●答えが９や１１のところに色を塗り，隠 

れている数字さがしをする。  
●問題を作り，楽しむ。  

◎     ・何が出てくるかを予想しながら，

楽しく意欲的に取り組む。  

 どんな数字がかくれているかな   
 

 
８ 本時の目標 

    答えが同じになるカードを並べて式の関係に気づき，式をよんだり，式を作ったりする。  
   
 ＜本時の学習で育てたい数学的な考え方＞  
    繰り下がりのある減法のカードを順序よく並べることを通して，式の関係性や規則性に気付き，

式について帰納的または演繹的に考えようとする。（思考力・判断力）  
 
９ 本時の展開    

主な学習活動(○)と発問・指示等(■)  予想される児童の反応  指導（○）・支援（●）・評価（◎） 

１ 前時の復習をする。 

○ひきざんカードの答えを考える。  
■答えを言いましょう。  
 
■（答えの４のカードを見せて）式を

言いましょう。 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 
 

 
 
 
・ひきざんカードを見て，答えを

言う。  
・わからない。  
・１１－７がある。  
・まだ，他にもある。  

 
 
 
 
 
○最後に，答えから式を考

える発問をし，本時の学習

につなげる。  

きまりを使って式を見つけよう 



○同じ答えの式を集め，そのカードを

並べることによってきまりを見つけ

る。  

■今日は，先に答えを見せるので，その

式を考えましょう。（ワークシート①

を配布）  
■答えが４になる式を見つけましょ

う。  
■どんな式が見つかりましたか。  
 
■並べてみましょう。  
 
 
■次は，答えが５になる式を見つけま

しょう。  
 
 
■この式も，並べてみましょう。 
 
 
■何か気付いたことがありますか。  
 
 
 
■次は，答えが６になる式です。  
でも，今度はカードを使わずに，考え

てみましょう。できそうですか。 

 

３ 式のきまりを使って，答えが６になる

式について考える。 

 

○最初に作る式について考え，解決へ

の見通しをもち，式を作る。＜自力解決

１＞ 

■最初の式は何になりそうですか。 
 
 
 
 
■では他の式を見つけてみましょう。 

 

 

 

 

○作った式について考える。＜集団解

決１＞ 

■ここの式はどうなりますか。 

 

■どうやって見つけたのですか。 

 

 

 

 

 

 

■式を並べてみるといろいろなきまりが

見つかりましたね。 

 

 

・わからない。  
 
 
・計算する。  
・カードをめくって探す。  
 
・１２－８，１１－７，１３－９  
 

・順番に並べられる。  
・１１－７，１２－８，１３－９  
 

・カードをめくって探す。  
・１４－９，１３－８，１１－６，

１２－７  
 
・１１－６，１２－７，１３－８，

１４－９ 

・左側の数がだんだん増えている。 
・ひく数もだんだん増えている。  
・式の数がひとつ増えている。 

 

・えー，難しそう。 

・見つけられない。  
・できるよ。 

 

 

 

 

 

 

 

・答えが４の式も５の式も「１１

－○」になっているから次も「１

１－○」だ。  
・１１－５ 

・気づいたことを使って，式を見

つける。  
・式がだんだん増えているから 

５つありそうだ。  
 
 
 
・１２－６，１３－７，１４－  
 ８，１５－９ 
 
・数が順番になっているから，順

番で数を決めた。 
・１ずつ増やして作った。 

・（ひかれる数が）１ずつ増えている。 

・（ひく数も）１ずつ増えている。 

・どちらも１ずつ増えるから，答えは

同じになっている。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
●自分の持っている計算カ  
ードから探してよいことを  
知らせる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●式の関係に気づくような  
発問をする。 

 

 

 

 

 

 

 

◎答えが６になる式を見つ

けて書くことができる。（思

考・判断） 
 
 
 
●一人では，見つけにくい  
児童の手がかりとなるよう  
に，最初に並べるカードを  
全員で考える。 
 

●答えが４や５になるカー  
ドの並べ方をよく見るよう  
に促す。 

○机間指導  
 
 
●きまりを意識させるために

式の順番に聞く。 

 

○どうしてその式でいいと  
思ったのか，理由を聞き出  
し，見つけたきまりを使っ

たことを表現させるように

する。 

 

 

 

 
 
 



４ 繰り下がりのひき算カードを全て

並べ，足りないカードの式について考

える。 

■繰り下がりのひき算カードは，まだ，

他にもたくさんあります。残りのカー

ドを全部並べてみましょう。 

 
■２人に１枚，ひき算カードを渡すの

で，式の答えとどの場所に貼ったらい

いか相談しましょう。＜ペア解決＞  
 
○全体でひき算カードをきれいに並べ

る。＜集団解決２＞ 

 

■答えが７になるカードを持っている

人は持ってきましょう。  
■答えが８になるカードを持っている

人は持ってきましょう。  
■答えが９になるカードを持っている

人は持ってきましょう。  
■答えが３になるカードを持っている

人は持ってきましょう。  
■答えが２になるカードを持っている

人は持ってきましょう。  
 
■足りないカードがありました。どこ

のカードが足りないのでしょうか。 

■（１６－９のカードの場所を示し） 

どうしてここが足りないと分かったの

ですか。 

 

■３枚のカードの式をプリントに書い

て，見つけた理由も書きましょう。（ワ

ークシート②を配布）＜自力解決２＞  
 
 
 
 
 
■①②③のカードの式を発表しましょ

う。＜集団解決３＞ 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめ 

■きょうの学習で発見したことは何で

すか。 
 

 
 
 
 
 
・できるかな。 

・もうできるよ。 
 
 
 
・２人で，式の答えと，どこに貼った

らいいかを考える。 

 

 

 

 

・二人で相談して，適切なタイミ

ングで，適切な場所にカードをお

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３つの場所を示す。 

 

・カードは一枚ずつ増えているか

ら，そのままでは一枚足りない。 

 

 

①１１－８  
 ②１４－５  
 ③１６－９ 

・数が順番になっているので，そ

の順番で作った。 

・隣の式を見て，数を１ずつ増や

した。 

・上の式を見て，数を１ずつ減ら

した。 

・ななめの式を見て，数を１ずつ

増やした。 

・縦に見ると左の数が同じ右の数

が１つずつ増えているから。 

・横に見ると左の数と右の数が１

つずつ増えているから。 

 

・答えが同じ時には，ひかれる数

が１増えるとひく数も１増える。 

・答えが１つずつ小さくなると 

きは，もとの数が同じ場合は，ひく

数が１ずつ増える。 

・答えが９になるのは，８枚，８

になるのは７枚・・・  

 
 
 
 
○予め３枚のカードを抜いて

おく。 
 
●既に，並べてあるカード  
を見て，自分たちのカード  
をどこに貼ればよいか考え  
るように促す。  
 
 
 
 
 
●友達の貼っている場所に

まちがいがないかを，よく

見 て お く よ う に 声 を か け

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○抜けているカードの場所  
と枚数を確認する。 

 

 

 

 

◎式とそう考えた根拠を自

分 な り に 書 く こ と が で き

る。（思考・表現） 

●理由を書くことが難しい  
児童には発見の手がかりと  
なったカードを書くように  
伝える。 

○机間指導 

○数人の児童に理由を発表

させ，式の関係性や規則性に

ついて，いろいろな見方を引

き出す。 

 

 

 

 

 

○たくさんのカードを並べ

ることによって，きまりが

見つかることやきまりが見

つかると便利だということ

を子どもの気づきからまと

める。  
 
 


